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主催：福岡労働局・福岡産業保健総合支援センター

○ 日時 平成３０年５月２８日（月）
14：00 ～ 15：30

○ 会場 福岡市博多区博多駅南2丁目9-30
メディカルセンタービル

○ 定員 100名

○ 内容 「熱中症の予防」
※ 熱中症のメカニズムと予防対策を説明します。

○ 講師 堀江 正知 氏
(産業医科大学 産業生態科学研究所 教授)

○ 参加申込書にご記入の上、ＦＡＸ又は郵送によりお申
し込みください。
定員になり次第、締め切らせていただきます。

平成30年度 熱中症予防対策セミナー

会場・日時

講 演

申込み

「STOP！熱中症 クールワークキャンペーン」～職場における熱中症死亡ゼロを目指して～
職場における熱中症で亡くなる人は、毎年全国で１０人以上、４日以上仕事を休む人は、４

００～５００人台で推移しています。
厚生労働省では、労働災害防止団体などとの連携の下、職場における熱中症の予防のため

「STOP！熱中症 クールワークキャンペーン」を展開し、重点的な取組を進めています。
各事業場においては、事業者、労働者が協力して、熱中症予防への取組みを進めましょう！
福岡労働局では、福岡産業保健総合支援センターと共催で、熱中症予防のためのセミナーを

開催いたします。

無料

熱中症予防対策セミナー 参加申込書(５月28日)

(申し込み・お問い合わせ)
◎ 福岡産業保健総合支援センター

所在地 〒812-0016 福岡市博多区博多駅南２丁目９番30号
福岡県メディカルセンタービル １階

電話番号 ０９２－４１４－５２６４ FAX番号 ０９２－４１４－５２３９
(お問い合わせ)
◎ 福岡労働局 労働基準部 健康課

所在地 〒812-0013 福岡市博多区博多駅東２丁目11番１号
電話番号 ０９２－４１１－４７９８

ふ り が な

氏 名
勤 務 先
(事業場名 )

職 種
産業医 ・ 産業看護職 ・ 衛生管理者 ・ 衛生推進者
人事労務担当者 ・ 事業主 ・ 労働者 ・ その他

事業場所在地
または住所

(〒 － )

連 絡 先 ☎ ( ) －

FAX:０９２-４１４‐５２３９



□ WBGT値（暑さ指数）の把握の準備 (※)
□ 作業計画の策定等(※) □ 設備対策の検討
□ 休憩場所の確保の検討 □ 服装等の検討
□ 教育研修の実施
□ 熱中症予防管理者の選任及び責任体制の確立
□ 緊急事態の措置(※)

平成30年５月～９月

職場における熱中症で亡くなる人は、毎年全国で10人以上にのぼり、４日以上仕事を休む人は、
400～500人台で推移しています。
厚生労働省では、平成29年から労働災害防止団体などと連携して、「STOP！熱中症 クール
ワークキャンペーン」を展開し、職場での熱中症予防のための重点的な取組を進めています。
各事業所でも、事業者、労働者の皆さまご協力のもと、熱中症予防に取組みましょう！

【主唱】厚生労働省、中央労働災害防止協会、建設業労働災害防止協会、陸上貨物運送事業労働災害防止協会、港湾貨物運送事

業労働災害防止協会、林業・木材製造業労働災害防止協会、一般社団法人日本労働安全衛生コンサルタント会、一般社団法人全

国警備業協会 【協賛】公益社団法人日本保安用品協会、一般社団法人日本電気計測器工業会 【後援】関係省庁

H30.4月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

事業場では、期間ごとの実施事項(※)に重点的に取り組んでください。

（H30.3）福岡労働局(健康課)・労働基準監督署

― 職場における熱中症死亡ゼロを目指して ―

５/１ ９/30

重点取組期間

●実施期間：平成30年5月1日から9月30日まで（準備期間４月、重点取組期間７月）

準備期間

キャンペーン期間

準備期間（４月１日～４月30日）

キャンペーン期間（５月１日～９月30日）
□ WBGT値（暑さ指数）の把握(※)
□ WBGT値（暑さ指数）の評価(※)
□ 作業環境管理(※)
□ 作業管理(※) □ 健康管理(※)
□ 労働衛生教育 □ 異常時の措置
□ 熱中症予防管理者の業務

重点取組期間（７月１日～７月31日）
□ 作業環境管理(※) □ 作業管理(※)
□ 健康管理 □ 労働衛生教育
□ 異常時の措置(※)

□ 異常時の措置
あらかじめ、近くの病院の場所を
確認しておき、少しでも異変を感
じたらすぐに病院へ運ぶか、救急
車を呼びましょう。

○平成30年のキャン
ペーンにおける重点
職場における熱中症予
防対策の浸透を図ると
ともに、重篤な災害を
防ぐため、事業場にお
ける
● WBGT値の把握
● 緊急時の連絡体

制の整備 等
を特に重点的に実施



主催：福岡労働局・福岡産業保健総合支援センター・建設業労働災害防止協会(福岡県支部)

○ 日時 平成３０年５月３０日（水）
14：00 ～ 15：30

○ 会場 福岡市博多区博多駅東３丁目14番18号
福岡建設会館６階

○ 定員 100名

○ 内容 「熱中症の予防」
※ 熱中症のメカニズムと予防対策を説明します。

○ 講師 川波 祥子
福岡産業保健総合支援センター 産業保健相談員

産業医科大学 産業医実務研修センター 副センター長

○ 参加申込書にご記入の上、ＦＡＸ又は郵送によりお申
し込みください。
定員になり次第、締め切らせていただきます。

熱中症予防対策セミナー 参加申込書(５月30日)

(申し込み・お問い合わせ)
◎ 福岡労働局 労働基準部 健康課

所在地 〒812-0013 福岡市博多区博多駅東２丁目11番１号
電話番号 ０９２－４１１－４７９８ FAX ０９２－４１１－３５１７

平成30年度 熱中症予防対策セミナー

会場・日時

講 演

申込み

ふ り が な

氏 名
勤 務 先
(事業場名 )

職 種
産業医 ・ 産業看護職 ・ 衛生管理者 ・ 衛生推進者
人事労務担当者 ・ 事業主 ・ 労働者 ・ その他

事業場所在地
または住所

(〒 － )

連 絡 先 ☎ ( ) －

「STOP！熱中症 クールワークキャンペーン」～職場における熱中症死亡ゼロを目指して～
職場における熱中症で亡くなる人は、毎年全国で１０人以上、４日以上仕事を休む人は、４

００～５００人台で推移しています。
厚生労働省では、労働災害防止団体などとの連携の下、職場における熱中症の予防のため

「STOP！熱中症 クールワークキャンペーン」を展開し、重点的な取組を進めています。
各事業場においては、事業者、労働者が協力して、熱中症予防への取組みを進めましょう！
福岡労働局では、福岡産業保健総合支援センター及び建設業労働災害防止協会と共催で、熱

中症予防のためのセミナーを開催いたします。

FAX:０９２－４１１－３５１７

無料



□ WBGT値（暑さ指数）の把握の準備 (※)
□ 作業計画の策定等(※) □ 設備対策の検討
□ 休憩場所の確保の検討 □ 服装等の検討
□ 教育研修の実施
□ 熱中症予防管理者の選任及び責任体制の確立
□ 緊急事態の措置(※)

平成30年５月～９月

職場における熱中症で亡くなる人は、毎年全国で10人以上にのぼり、４日以上仕事を休む人は、
400～500人台で推移しています。
厚生労働省では、平成29年から労働災害防止団体などと連携して、「STOP！熱中症 クール
ワークキャンペーン」を展開し、職場での熱中症予防のための重点的な取組を進めています。
各事業所でも、事業者、労働者の皆さまご協力のもと、熱中症予防に取組みましょう！

【主唱】厚生労働省、中央労働災害防止協会、建設業労働災害防止協会、陸上貨物運送事業労働災害防止協会、港湾貨物運送事

業労働災害防止協会、林業・木材製造業労働災害防止協会、一般社団法人日本労働安全衛生コンサルタント会、一般社団法人全

国警備業協会 【協賛】公益社団法人日本保安用品協会、一般社団法人日本電気計測器工業会 【後援】関係省庁

H30.4月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

事業場では、期間ごとの実施事項(※)に重点的に取り組んでください。

（H30.3）福岡労働局(健康課)・労働基準監督署

― 職場における熱中症死亡ゼロを目指して ―

５/１ ９/30

重点取組期間

●実施期間：平成30年5月1日から9月30日まで（準備期間４月、重点取組期間７月）

準備期間

キャンペーン期間

準備期間（４月１日～４月30日）

キャンペーン期間（５月１日～９月30日）
□ WBGT値（暑さ指数）の把握(※)
□ WBGT値（暑さ指数）の評価(※)
□ 作業環境管理(※)
□ 作業管理(※) □ 健康管理(※)
□ 労働衛生教育 □ 異常時の措置
□ 熱中症予防管理者の業務

重点取組期間（７月１日～７月31日）
□ 作業環境管理(※) □ 作業管理(※)
□ 健康管理 □ 労働衛生教育
□ 異常時の措置(※)

□ 異常時の措置
あらかじめ、近くの病院の場所を
確認しておき、少しでも異変を感
じたらすぐに病院へ運ぶか、救急
車を呼びましょう。

○平成30年のキャン
ペーンにおける重点
職場における熱中症予
防対策の浸透を図ると
ともに、重篤な災害を
防ぐため、事業場にお
ける
● WBGT値の把握
● 緊急時の連絡体

制の整備 等
を特に重点的に実施




